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 新しい試みである「ミニ文化祭」は、小学生から大学生までの若い世代の方々に、地域の自然
や文化について調べたことを発表していただく展示会です。第１回として、東海大学と向上高
校の方に展示をお願いできることになりました。ふるってご来場ください。

◎「湘南海岸の植物たち」　東海大学教養学部藤吉研究室　７月 30 日 ( 土 ) ～８月 19 日 ( 金 )
　四方を海に囲まれた島国である日本には、美しい海岸線が広がっています。海岸は、陸の生
き物と海の生き物とが分かれる境界線であり、直射日光や塩分に絶えずさらされるため、陸の
生き物にとっては、大変きびしい環境と言えます。それにもかかわらず海岸には、そのような
環境条件にうまく適応した多くの植物が　
生育しています。
　今回、私たちは、身近な湘南海岸の海　
浜植物を調べてみました。東西に約 20　　
km続く湘南海岸は、海水浴の発祥の地　　
で、夏には多くの観光客でにぎわう日本　
でも有数の砂浜海岸です。全てが自然の　
姿のままの海岸ではありませんが、様々　
な　海浜植物が生育する美しい景観が残　
されており、ハマヒルガオやハマボウフ　
ウなど、多くの砂浜に特有な植物が確認　
されました。　
　展示では、湘南海岸における海浜植物　
の分布や生育状況、厳しい環境に適応す　
る戦略などを、ポスターや標本を用いて　
説明します。私たちの展示を通して、そ　
れらの良さや大切さを感じていただけたら
と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　群生するハマヒルガオ

◎「ま水にすむ貝の研究から」　向上高校生物部　2005年８月 23 日 ( 火 ) ～９月 10 日 ( 土 )
　生物部では、1999 年に神奈川県内で初めて外来種のタイワンシジミの生息を確認して以来、
相模川全流域で生息調査を実施してきました。2004 年からは『桂川・相模川流域協議会』と合
同で、相模湖より上流部の桂川流域及び山中湖の調査を継続しています。
　その結果、相模川流域では 122 ヶ所中 58 ヶ所でタイワンシジミの生息が確認されました。山
梨県内でも、相模川の源流である山中湖にタイワンシジミが生息していました。一方、在来種
であるマシジミの生息が確認されたのは、
厚木市と城山町の 2 ヶ所だけで、近い将　
来マシジミがいなくなってしまうのでは　
ないか　と心配されます。
　外来種のタイワンシジミが分布を広げ　
た経緯は、相模川に侵入したタイワンシ　
ジミが西部用水路や左岸用水路といった　
主要な農業用水路で繁殖し、下流側の河　
川に分布を広げたことです。また、ホタ　
ルの幼虫やカワニナといっしょに、外来　
種とは知らずにタイワンシジミが放流さ　
れていることもわかりました。
　静かに分布を広げるタイワンシジミ　　
と、調査の際に偶然出会い、20 年ぶりの　
生息確認となったニホンミズシタダミと　
いう小さな巻貝について紹介いたしま　　
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　淡水貝の調査風景

●夏のミニ文化祭　　　　　場所：２階情報コーナー　　






